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複 文 の 文 型 練 習
一 「た ら」「て」を含む文型 を中心に一
森 田 良 行
L文 型練習の意義
日本語教育 の初級段階において,文型練習は きわめて重要な意味を持
つP・
文型練習 とは,文 の形式 を習得する手段ではない。文型は文の外形的な
輪郭ではなく,全一的なものとして一つの表現 を形歳す る発想の軌跡さあ
る.文型は,そ れが使用 される 「揚」を前提 とし,その 「揚」において任
意の話題 を表すのにふ さわ しい文 レベルの言語形式 と考えるべきである.
したがって,文型練習 も,場面 と話題に基づいた最適の文型選ぴから,そ
中文型において肉付けされる単語選び(語彙の選択)に至るまで,広 く行 う
べ きである。 このように考えると,個々の文法事実や単語 レベ.ルの文法現
象はすべて文型の中に吸収され,ま た,語 の意味 ・用法 も文型を支える要
素 として包含 されてしま う。
文型練習は文法学習であり,語意の理解であ り,藷の使い方の練習であ
窮 文そのものの表現 ・理解力を養 う訓練であると言える。 しかも,文法・
語意 ・語の用法¢)習得は 日本語学習の主要な部分であることを考えると,'
文型練習は初級の日本語教育にとって欠 くことりできない申心課潭 である
と言 って よい。文型練 習 を進 めることが 目本語 の文法学習で あ 卸,こ とば
の意 味理 解 であ り,語 の使 い方の獲得 であって,目知識 と しての文法 ではな
い,正 し く生 きた日本語 を身につけ ることにもな って い く。 文法解説や対
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訳法によらないで目本語学習 を可能にする一つの方法でもある1】。
・文型練習を正しい目本語使用の縮図と考えると,その練習は,LLで の
拡張練習に見られるような,形式的な文作 り技術の訓練で終始 してはなら
ない。具体的な対人関係 と揚面設定のもとに,話題を限定 した練習を進め
なければならない。練習 を積み重ねることによって,学習者 は楊面 と文脈
からおのず とその文型 を使用すべき場 を理解 し・ さらに文そのものの意味
をさとり,文をささえる個々の単譜の意味や用法まで習得 してしまうのが
理想である。はじめに全体(文型)が与えられ,部分(単語や文法)は常に全
体のわ くの中で,練 習の一環 として学習される。個々の文法事項(単 語 レ
ベルの文法諸現象)や語彙は,文 型を形成する一要素 として,.文型中心の
体系の中に繰 り込まれ喬のである。
ところで・文型練習にお吟て練習文の意味の誤解 を避けるため,英語な
り仲介語なりで翻訳して与えるのが効果的だとの説 もある。いわゆる対訳
法(文レベルの翻訳)や訳語法(単語 レペルの翻訳)がそれである。 これは文
意や語意を理解させるには確かにてっとりば{い方法であろう。 しかし,
それ峠あくまで全体のわ くである文そのものの意味内容の翻訳であり,個
タの語の辞書的章味の注記でしかない。文型練習によって文型選択の力 を
養 ったり,.文の意球する表現意図や発想を理解 さすた動 文法にのっとっ
た日本語の表現力を身につけさせたり,語の文脈的意味をはあくさせたり,
語の正 しい使い方を学ばせたりするには,外 国語に翻訳する安易な方法で
はむずかしい。 しかも,外国語に置き換 えることによって,学習者に対照
語学的な興味をかきたて,日本語 と母国語ないしは仲介語 との構来上のず
れにより,無用な混乱を招 く結果に陥る。
一例を挙げよう。英語を話 し,英語で日本語を学んだ一学生は,日本へ
1)初級の文法教育については,次 の諸論ですでに触れておいたので,参 照され
たい。
「日本語教育 と文法教育」日本語教育学会 「日本語教育20号」(48年8月)
「目本語の初級授業形式一 二つのモデル授業」早大語研 「ILTNEWS51・52号」
(48年8月)
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来 るまで 一タ ラの 条件法 に過去 あ言 い方 が あるこ とを知 らなか った とい
う。
○ ここまで来 た ら
～タ ラの条イ牛法 は,「こ:こまで来 た ら..
では,そ れが仮定法か否か,過 去 か現在 か未来 か,そ れ とも仮想 か の区別
はつかぬ。右側の後件が来 て,は じめて条件 の意図がはっき りす る。 これ
を舛 訳法で翻訳 してみて も・ ～タラの意味や用 法は学習 できない。文 法事
項 を額 訳で与 える ことは,その例 文中での訳 を付 けることで しかな く,その
語のす縛てを覆 うものではない。 ～タラの揚合.か りに く仮想>を 対訳法
で学んだとした転 学習者は～タラに過去や現在の言い方のあることなど
思いも寄 らぬであろう。前件は ピもしここまで来 たら」の仮定条件だ と信
じ込み,後件 をまって始めて条件意図が決 まるとは思いも及ばぬであろう。
もろもろの文法事項 を文型練習の」環 として与えていく立揚では,～ タ
ラもそれ 自体 を切 り離 して扱 うのではな く,それを含む文型 として提示 さ
れ る,そ こでは特 に一タ ラの意味 ほ何か を強 調 しな い。～タ ラ文型 そ のも
のの使い方 として練習に集中するのである。 この練習は文章 レベルで行わ
れ・場面 と前後の文脈 とか ら,～タラ文型がどのよ うなとき使用する文型
なのか を習得さ甑 実際の場で正 しく使えるよう練習を繰 り返させるので
ある。
ここで注意 しなければならないことは,単文の扱いを一通 り終えてか ら
護文・つ学習ガ行われるため,個々の単文の理解ができる以上,当 然その結
びつきである複文の意味 も理誓できるはずだと,とかく思いがちなことで
ある。部分がわかるのだから,あ とは～タラそのものの用法を解説すれぱ
十分 との意識か 弘 文法知識 として知的理解を強制する結果に陥る。 しか
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死んでいたか もしれ ない。(仮想〉
よか ったのに。(仮定)
ごほ うび をあげ よう、(未来 の予定)
も う人で帰 れます。(現在 の事実〉
向 こ うか ら先生 が来 ましてね。(過去 の事実)
,」の条件部分(前 件)だ けか ら
し,い ったい～タ ラ とか心テ を用い るとい うことが,そ れ な りの場 面的意
昧 を持 ち,複 文全体 と して一っσ)表現性 を獲 得 してい る事実 に思い を致 し
たことが ある挺 ろ うか.～ タ ラや一テ に意味が幾 つ あると分類 し解 説 した
ところで,～ タラ文型 ・～テ文型 が身 に付 くものでは ない。先 の例文か ら
もわか るよ う縞 複文 の意味は前件 ・肇件の意味関係1すよ.るの であって・
一タラや ～テそ の.ものに本来そ のよ うな諸種の意味が内在す るのでぽない
のである。教授者 たる もの,複 文文型 を扱 う以上,複 文構成 におけ る前件?
後件の意味関係 を整理 し,そ れが全体 の文意や表現意 図 とどうかかわ り合
ってい くか を知 ってお く必要 があろ う。 次に章 を改 めて・ ～タラ を含む文
型,～ テ を含 む文型 を採 り上 げ,そ の意味特徴 につ いて解説 しよ う。
IL「 一た ら(ば)」を含む文型
～タラ文型 は,表 す意 味か ら大 き く未了表現 と完 了 ・過去表現 とに分 け
ることがで きる。 前者 は事柄 が起 こって しま った場合 を想定 しての表現 で
あ り,後 者 はすでに生起 し摩状懇 においての表現 であ笥。・
O先 生 に あった ら,よ ろ しくお伝 えくだ さい。(未了)
O昨 日デパー トヘ行 った ら,先 生に会い ましてね。(過去)
つ ま り,事 実 としては これか ら起 こるべ きことか,も う起 こって しま目っ
た ことか の相違 はあるにせ よ,共 に観念 として は,前 件の生起 した状態 に
お いて,主 題 の人間や事物 に起 こった事柄やその想定に対 す る話 し手の立
場 ・意見 を後件 で叙述す るので ある。 ～タラ条件法 は未了か完 了 ・過去か
で分けて別個 に考 える必要 がある,ま ず,岬 タ ラ文型 を形式上 か ら分類 し,
次 に解説 を加 える。
感 灘 熱野
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1・ 不確かな未来,仮 想
a.形 容詞 ・形容動詞 を前件 として(～バ と同.じ)
○ もし暑 かったら,窓 をあけて ください6
b・動 詞 を前件 として(～タ場合 と同 じ)
O万 一雨 が降 った ら・洗謬物 を入れ て くだ さい。
2・ほぼ確定 した未来
動詞 を前件 とす る(～タ トキニ,～ テカ.ラと同 じ〉
○飛行機 が止 ま った ら,安 全ベ ル トをはず して くだ さい。
未 了表現 の～タラは,事 が起 こって しまった揚合 を想定 し,そ の揚合,
主題 の人物 ・事物 が どのよ うにな っていたか く仮想>,ど のよ うに匁す べ
きか く仮定 ・.予定 〉,話 し手 の考 えや意見 を叙述 する。・前件 に述べて い る
事柄 は,実 際には起 こらなかった事柄 く過去 に対す る仮想 〉か,起 こ って
い ない事柄 〈現在 に対す る仮想 〉
Oあ の飛行機 に乗 っていた ら,あ るいは死んで いたか もしれ ない。 〈過・
去 仮想>
Oい ま彼 が ここにいた ら・ まっ赤 にな ってお こるに ちがいない。 く現在
仮想 〉
あるいは将来,万 一起 こるかも しれな い事柄 く未来に対する仮 定 〉,じ
ゅ うぶん起 こ り得 る事柄 〈不確か な未来 〉,な いしはたぶ ん起 こるで あろ
う事柄 くほ ぼ確定 した未来 〉と,幾 つかの段 階 に分 かれ る。
○万一 雨が降 った ら,濡 れ鼠 だ。
○ もし変 なお じさんに誘 われ た ら,黙 って逃 げなさい。
○ あした銀座 へ行 った ら,い っしょにデパー トに寄 りま しょう。
○家へ帰 った らさっそ く電話 します。
これ ら前件に示 された情況や場面 の もとでどの よ うな ことが起 こり得 た
か,起 こ り得 るか,ど うなすべ きか などを後件 で叙述す る.つ ま り前件 で
述 べ た情況 が成立 したあかつきには,後 件 で述 べ るような事態 が起 こ らな
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けれ ばな らない,起 こすべ きだ とい う条件関係 で ある。 したが って,次 例
のよ うな,後 件 の事実 が時問的に前件 に先行す るような揚合 には～タ ラは
使 えない、
○国へ帰 った ら,あ うか じめ電 話 して くだ さい。(留学生 の誤用例)
一ナ ラを使 用すべきで あろ う。
○奴が来た ら困 るか ら,あ らか じめ電話で断 ってお こう。
○いま奴が来 た ら困 るな。
困 るのは奴が来 た結果生ず る事 態で あ り・「前件 → 後件」 の時 間的成 立
順序 である。
未了 の一タラは,後 件 に話 し手 の考 えや意見 を積極 的に示 す条件形 式で
あるか ら,「来 た ら困 る」 の よ うに,必 然的 に生起 す る事態 に対 しての消
極的感想 のほかに,話 し手の積極 的 な意見,希 望 ・願望 ・勧誘 ・依頼 ・命
令 ・許可 ・禁止 ・意志 ・推量 ・疑 問 な どの表現形式 もとる ことができ る。
この点,～ トのような恣意性 を避 ける条件 とはいちじるしく性質 を異 にす
るわ けであるq
〈ほぼ確定 した未来 〉 の一 タラは,後 件 に一タの完 了 ・過 去 を取 る こと
はない。その ような客観 的叙 述では な く,話 し手の心 中の披歴 なので ある
か ら。
3・慣用的な言い方
動詞 を前件 とす る。(～バ と同 じ)
○そろそろしま った ら。
「～タ ライイ,～ ダ ラ ドウ,～ タ ライ カガ」 め略形式 で,タ ラで文 を終
止 させるのがふつ う・仮定 的な条 件 を提示す ることに よって・結果的 にそ
の実現 を うながす勧 誘表現 とな る。
4・既定 … 現在 のこと
a、形容 詞 ・形容動詞 を前件 として(～バ,一 ナラ と同 じ〉
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○そ んな に暑 かった ら,窓 を.あけれ ばいい のに。
う・ 動詞 を前件 とレて(～バ・ ～タナラ・ ～ノデ と同 す)
○ も うここまで来 た ら,1人 で帰れます。
前件 で述 べ られた現 在の状況 に対 しての話 し手 の意見 や判断 を後件 で叙
述 す る占後件述 誰は現在 ・未来形 ない しは推 量 ・意志 ・疑 問 な どの言 い方
とな る,
○ も うここまで来 た ら,あ とは1人 で帰れます。(帰れ重すか。/帰れ る
で しょう。/帰れ ると思 い ます。/帰 りまし ょう。/帰 りたい。/帰 ったほ
う力玉レ、レ、。/..,)
前件 の時制は現 在 ない.レ完了であるか ら,「も う,す でに,こ うして,
現 在,は や,._」 な どの修 飾言吾を冠す ることが できる。
5・ 既定 ・一 過去 のこと
動詞 を前件 とす る(～タ トコ・・～タ トキ と同 じ)
Oト ンネル を出 た ら,雪 がひ どく積 ってい た。
前件 ・後件 ともすべてが 表現時点か ら見 て過去 の事 実で ある。「・一,シ
タラ...タ」 と文末 にふつ う ～タ形式 をとるの も,こ の形式 の特徴で2),
過 ぎ去 った事実 を現時点 で回想する言 い方 である。 きわめて個別 的 ・具体
的 で,か つ 自由 ・広範囲 に用 いられ る。その条件 は 「・.,スレバ」 の よ う
な強 い因果 関係 ではな く,「 … シタ,ソ ノ トキニ ー.・」程 度のかる い関
係 を示す にす ぎない。一般 的条件 ではな く,個別 的条件 を表す と言 えよ う。
この形式 は,条 件 によって引き出 され る結果 が偶然 的要素 を持 つ ところに
特色 が ある。 ある事実や事柄 が どの よ うな事情 や揚合 の も とで生 じた か を
まず示 し,後 続句 で そ の事実 ・事柄 を種 あか しす るとい う展 開形式 で あ
2)〈 疵定 ・過 去 〉 は 「.一 シ タラ ー 一タ」文 型 とな る の 溝本 来 。 「外 へ 出 た ら雨
が 降 っ て い る。」 の よ うに,「_.シ タ ラ_.シ テ イル 」 とい う形 もあ るが,や や 文
学 的 表 現 と見 られ る。 「国へ 帰 った ら電 話 す る。」 の よ う に 「・一 シ タ ラ ー1ス ル」
文 型 を とる と,未 了表 現 とな っ て しま う点 に注 意g
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る。 した潜 って,時 問的 に見 て先行句 の内容目・事実 は後件 のそれ に先行す
る。後件 σ)内容 は過去 に起 こ った事実 であるか,ら,自己の意志 による行為
は続力、なレ㌔
○昨・日デパー トヘ行 った ら,セ ー ター を買 った.目
Oこ のあいだ銀座へ行 った ら・ デパー トに寄 った。(共に留学生 の誤用)
のよ うな表現 は成 り立 たない。 自己の意志 とは かかわ りのない こと,無 意
志的 な動作 ・現象 ・事実 ・状態 な どが続 く.
○お とうさんがお風 呂にはい った ら,急 にお湯 が減 づた。
O先 生 のお宅 へ伺 った ら,先 生 はお るす で した。
その事実 も予想 していなか った場合 がほ とん どで,そ の予想外 の結果 は
話 し手 に とって不本意 な事実 であ ることが多 い、 「お湯が減 ウた」 こ とも,
「先生が るす だった」 こ とも,予 想外 または期待 はずれ の結果 で,不 本意
な事実 で ある。 その,自 己の意志 とは無関係 な事実 が,・一タラ条件法 によ
って自己(または前件 の事実)と急 にかかわ り合 うところに 〈疵定 ・過去 〉
の～タラ形式 の特色 がある。 レか も,そ れ が予想 もしていなか った事 実で
ド
らモ
あるため,過 去 の～タラには発見 ・意外 ・驚 きの心 が伴 う。
○ トンネ ル を出 た ら,雪 がひど く積 って いた、目(発見)
○昨 日パ チ ンコ屋 へ行 った ら,先 生 に会 った。(意外)
○人 に勧 め られ て宝 くじを買 った ら,1回 で 当たっちゃった。(驚き)
皿 ・ 「～て」目を含む文型
接続助詞 「テ」 は,本 来2つ の叙 述 をただ結 び合 わせ る役 目(こ れ を平
接 と言 う)'しか持 っていない。 ある叙述 か ら次 の叙 述 へ と移行す るつ なぎ
の役割 り を持 ち,そ の点 では,各 叙述 ご とに文 に区切 りをっ ける完結 した
文σ)連鎖形式 と意味面 で さほ どの違 いはない。 ただそのつ ど陳述 を完 結 さ
せず,・～テによ って叙述 を引きのば してい くため,情 的 な表現や幼児 的文
章,話 しことばな どに頻用 され る。
一テ に よって示 され る展開 は,叙 述 同士 の先 後関係 が叙述 内容 同士 の時
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問的先 後関係 と必 ず しも一致 しない。.
○ きの うは学校 へ行 って,銀 行へ行 って,デ パ ー トヘ も行 っ規
は行為 の成立煩序 に 従 って 述ぺた ものではない。(そ の場含 は んテ カラを
用い る。〉その ため一テ による展開は,論 理的表現 には不 向きで.あ9,目論理
的正確 さを要求す る文章 においては,む しろ使用 を避 け るぺ きで あ る、要
するに,一 テは,先 行叙述 か ら後続叙述 へ と話 し手が情的に関係づ けてい
く形式 で,前 件 ・後件 の内容次第 でいろいろな意昧 を生む.筆 者 は便宜的
に次 の8種 に分類 しているが,こ れ は あ くまで前件 ・後件 の意味 関係 か ら
結果 的に生 じた二義 的 な意 味で,一 テその ものが本来 こ うした意味 を内包
して いる⇒ けではない。そ の点では,～ カラ,一 ノデ,～ ノニ など と根本
・的 に異 なる わけ である。
L並 列(ソ シテ と同 じ)
○ リンゴがあって,ミ カ ンがあ って,バ ナナ もある。(○●ン ×X弾
2.対 比(ソシテー方,一 ガ と同 じ)
○父 は会社 に行 って,兄 は大学 に行 った。 〔○=●,△ △)
O夏 は暑 くて,冬 は寒 い。(O=●,xx)
3・ 同時進行(～ナ ガラ と同 じ)
○飛行機 が煙 を吐いて墜落 した。(OO,×x)
4.順 序(ソ レカラ,～ テ カラと同 じ)
○彼 は立 ち上が って,外 出のした くを始 めた。(OO・ △△)
5.原 因 ・理 由(解カ ラ,～ ノデ と同 じ)
○ うれ し くて眠れ ない。(OO・XX)
O熱 が さが って安心 した.(O●,x×)
3)括弧内の符号は次の事項を意味する。
同 一 主 語
主 語 交 替
意志 的動作
無意志的動作
強勢のハ ・ガ
OO
o●
△
×
=
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6,手段 ・方法(～ ニ ヨッテ,一 デ と同 じ)
○急行 に乗 って帰 ります。(OO,△ △〉
7・逆接(～ ノニ・ ～ガ,～ ニモ カカ ワラズ と同 じ)
O彼 はそ のこ とを知 っていて言わ ない。(○○・x△)
8・仮定 の結 果(～ ト・ ～バ と同 じ)
○歩い て10分 ぐらいかかる。(O●・△ ×〉
以上 の意味 が どのよ うな文形式 の ときに生 ず るのか,形 式 と意味 との相
関関係 を調べ る ことが急務 とされ る。形式 上 の特徴 としては次 の3点 に注
意を払 う必 要 がある、(1)前件 と後 件 とで主語 が入れ替 わるか,同 一主語
で通 しているか。(2〉それぞれの主語 を示すハ およびガは強勢(強調〉とな
ってい るか,そ れ ともふ?う の弱勢 のハ ・ガか。(3〉後件述語 の動作 ・作
用は意志 的 な ものか否 か、(これ らの点 は用例 ごとに括弧 内 に符号 で示す。
前ぺ一ジ脚注参照)
1。並 列
まず,ガ 主語 の現 象文同士が一テで結 びつ け られ る場合 に 〈並列 〉とな
る。当然,主 語 は交 替す る。
O彼女 は背 が高 くて,目 が丸 くて,目髪 瀞黒 い。(○●,× ×〉
また,特 定 の主体 が種 たの行為 を行 った り,・種 々の状 態 をかね備 えてい
ることを述べ る場 合,文 頭 に行 為主体 ・状態主体 をハ主語 で示 し・・以 下～
テ を並列す る。(形容動 詞 ・名詞 の場合 は断定 の～デ)
O私 は学校 へ行 って,銀 行へ行?て,デ パ ー トヘ も行 こ 銚(○ ○,△
△)
O彼 女 の髪 は黒 くて,長 くて,つ ややかだ。(○○,×x〉
O彼 は元気 で,健 康 で,し か も志操 堅固だ。(○○,×x)
この うち,形 容詞 ・形容動詞 ・名詞述語 の場合(状態性〉は,そ れ らの諸
状態 ・諸属性 は時間的 に並行 してお り,く同時状 態 〉 と見 てよい。
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2・対.・ 比
この形式 は・対 比強調 のハ主語 か転位文 のガ主語 をと窮 主語は交替 す
る。;の 形式は,見 方 に よっては逆接 とも解釈 できる。
O南 の国 は暑 くて,北 の国 は涼 しい。(○=●,x×)
O兄 が銀行へ行 って,弟 が郵便局へ行 った。くO=●,△ △)
3・同 時 進 行
同一行為主体が立つ場合で,述 部 には多 く継続動作性の動詞が来 る。2
つの動作が時間的に重な り並行 して行われる場合 〈.同時進行 〉となる。
0あの運ちゃんはわき見をして運転 している。
○牛に曳かれて善光寺参 り。
前件が後件の連用修飾語的性格 を帯びている。なお,前件の動詞が瞬闘
動作でも,反復行為の場合には(同 時進行>と なる。
○手をたたいて選手団を迎える。・
4.順 序
形式上 は 〈同時進行 〉とまった く同 じである。 ただ,2つ の動作 が並行
動作 で な く,順 次的動作 である揚合,<順 序>と なる。
O石 橋 をたたいて渡 る。目
○泥棒 を捕 らえて縄 をな う。
「石橋」 の例 は く同時進行 〉 とも 〈順序>と もとれ る。後件が状 態性 の
揚合 は 「一 ・テ以来ズ ッ ト,._以 降」の意 となる。
○中学校 を出 て,家 にいた。
5・原因 ・理由
前件 の動作 ・状態が生 じた結果,後 件の動作や状態が必然的に引き起 こ
されるという〈順次性 〉は,見方によっては 〈原因 ・理由>の 因果関係で
ある。前の動作がはっきり終 ってから次の動作に移る意識が強調されれば
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〈順序 〉,前 の動作 が終 った ことに よって 次の結果 が 生 じた という意識 が
.強調 されれ ば く原因 ・理由 〉 である・ したがって・ βテ接続 は本来・ 原
因 ・理 由の因果閲係 を客観 的 に叙す・やことを意 図 した言い方ではない。 は
なはだ情 的な叙 法 である。(その点,一 ノデ ・一カ ラ よ りは 「ソノ結果 」
「ソレデ』 の意 味あいが強 い。)目
○雨降 って地固 まる。
前 の動作 ・状態 が成立 した結果,次 の事態 が結果 として引 き起 こされ る
とい う表現 意識 は,き わめて他 力的,受 身 的,自 発的 で,お のず とそ うせ
ざるを繹 ない,.そうな って しま う・やむ を得 ずす るのだ とい う責任転稼 の
意識が働 いて いる。
0暑 くて,い や だね え。(O●,x×)
Q檸即1趣 て頂 えない・(○●・×x)・
○雨 が降 って,涼 しくなった。(○●,XX)
○試験 が終 って,ほ っ とした。(O●,x×)
○荷物 が重 くて,持 てませ ん。(○●,XX)
O私 は忙 レくて,す ぐ帰 らなけれ ばな りません、(OO,目x×)
0500m走 っ.て,疲れ た。・(OO・△x)
いずれ も 自発的感情 魁 やむ を得 ない とい う情況 ・気持 ちの表現 で あ
る。前件 ・後件 の主語が同 じ場合(○ ○),主語 に有情者(ヒ ト)が立つ場 合
は,多 くは飼ハ主語 とな って後件述語 に有意志的 な表現 が来 るこ ともあ る
カミ粧ぐq場 合 も・`自己の意志か らではな く1や むを得ずそ うした,そ う
なった7と い う他力的 で無意志性 が根底 にあ る。
O彼 は用 事 があって帰 った。(彼 ノ意志 トイ ウヨリ,ヤ み ヲエズ)(×x)
Oぽ くはきの う体 の調子 が悪 くて,早 引 き しま した。(xx)
○の どがかわいてン水 が飲 み たい。(XX)
積極 的 塗意志腔の表現一 意志 ・命令 ・依頼r許 可 ・禁止 ・潮止 な どは
成立 しに くい。
○用事 があ.ってジ.ぼつぽつ行 きまし ょ.う.(X△)
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○ き ょうは体の調子 が悪 くて,早 引 きしよう。(x△)
○の どがかわいて,水 を飲 もう。(x△)
○寒 くてオーパー を脱が ないで くだ さい。(×△)
○暑 くて窓 をあけなさい。(x△)
○水 がきたな くて,飲 んで はい けない。(X△)
な どとは・ふつ う言わ ない。～カラを用 いる。文頭 に来 る一ハ主語 で前件 ・
後件 の叙述 が貫 かれ る場合 は,有 意志 性 の述語が立つ と,く 順序 〉や く並
列 〉・ または く手段 ・方法 〉とな って しま う。～テの前後 で主語 交替 が行
ねれ る場合 は,も ちろん後件述語に意志的 表現 が来 る ことはない。
○荷物 が重 くて,持 たないで くだ さい。(x△)
○植物園 は美 しくて,も う1度 行 こ う。(×△)
・○用事 があって帰 りなさい。/帰る といい。(x△〉
な どとは言 えないので ある己
6・手段 ・方法
前件 が後件成立 の手段 ・方法 を示す場合 で,前 件 ・後件 とも意志 的な動
詞 が立つ。
○大 いにがんばって,仕 事 を全 部すませた.(○○,△ △)
前件述語 に他動詞が立つ場 合,お よび,手 段 ・方法 を具体化す るモ ノを
示 し得 る自動詞 の場合 には,多 く飼デの言 い換 えが可能 である。
O注 射 を打 っても らって直 した。→ 注射で直 した。目
○ テープを聞 いて練習 します。→ テー プで練習 します。
○バ スに乗 って帰 ジます。→ バスで帰 ジます。
前件 が同一 であっても,後 件が無 意志 的 ・自発 的現象 の ときは く原 因 ・
理 由 〉となって しま う。
・注射を打　 　 艦:1爆1
同 じ前件でも,後件が自動詞か他動詞かで意味が別れることがある、
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。注射を　 もらつて{甑:ll:輩留 方法,
前件 ・後件 の内容 によって,一 テ の表す意昧関係 は微妙 である。
Oめ しを食 って帰 る。<順 次性 〉
○歩 吟て帰 る。 く方法>
○歌 を歌 って帰 る。 く同時進行 〉
○荷物 を持 って帰 る。く複合動作 〉4)
7,逆 接
O毎 目徹夜 して病気 にな らないなんて,ス ーパーマ ンだね。
O歩 いて聞 に合 う距離。
逆該 も本来 は 「ソノウエ/シ カ モ/ソ レデイ テ」 の 意 を もつ 〈添加 〉.
く付加>で ある・パテは元来,先 行叙述 に次 の叙述 を付加 する役割 りを果
す もので,後 続叙述 の内容次第 でいろいろな意 味関係 を生 む。前件か ら予
甥される結果に反する結果が後件内容に立つ場合 〈逆接>と なる。
・ O仏造?て 魂入れず。
O見て見ぬふ りo
二れも叙述のあ り方から見れば後件のく付加.〉であ塁,行為の成立時点
か ら見 れ ぱ く.順序>で あ り,行 為 の内容 か ら見れば 〈逆接 〉である。 一テ
接続は,一 カ ラ ・一ノデな どとは違 って,単 に叙述 を付加す る ところに基
本的機 能が あるのである。 ただ 〈逆接 〉の揚合,多 くは後件は否定的意味
を表すか,ま たは打消 の語 を伴 ラ。
4〉複合動詞の中にはしばしば..一シテ...スル形式への言い換えの可能なもの
がある。 分類すると,(1)必ず～テ川スル形式をとるもの.例 受けて立つ、買っ
て出る(2)補助動言可となるもの。例,捨 て置 く/捨ててお く(3)}贋次性を衰すも
の。例,燃 え移る〆燃えて移る(4)手段 ・方法を表すもの。 例,な ぐり殺す/な
ぐって殺す(5)同 時進行または動作の状態 を表す ものσ 例,驚 き呆れる/驚 いて
呆れる,遊び暮 らす/遊 んで暮らす(6)イ コールの動作関係を表すもの。例,貸
し与える/貸 して与える,等に分かれる。本講では複合動作には触れず,次 の拙・論
に譲った。「複合動詞について」(高橋一夫先生退官記念論集)
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○飛行機 が墜落 して命 を とりとめたのは,神 の ご加護 が あったれば こそ
だ。
○ これは一見矛盾 す るよ うであって,・決 してそ うでは ない。
○彼 はそのこ とを知 って.いて言わない。
卜命 をとりとめた」 は前件 に対す る否定的意昧 を表 し,予 想 の 逆 をい く
矛 盾概 念で ある。先 の 『歩 いて間に合 う距 離」 も同様 の例 と言 え る だ ろ
う。 あ とp2例 は,「目甲,.ない」 とは っき り否定 のこ とばが文面 に表れ て
い るP
8・仮定の結果
く仮 定>と は言 って も,見 ようによ っては 〈手段 ・方法 〉ない しは 〈原
因 ・理 由>と 取れ る。そ の違いは,前 件 が仮 定条件 か既定 の事実 かの差 に
よる。前件 が仮定条件 の場合 は,目「一.卜/・..バ/・_タ 場合」 の意 に,
既定 の事実 な ら 「.一シタ結果/、・_シ タノデ」 の意 になる。
・鉄　 はい』てぽ 難 藷 証〉
後続句 は体言述語 とな るのがふっ うで ある。
O田 中 さんが参加 して5人 だ。
○全部食 って3,000円。
O梅 雨 が あけて夏。
01に1を た して2。
○歩 いて15分 ぐらいかかる、
O恐 しそ うで恐 し くな いものとか けて 「目抜 き通 軌 と解 く。 心は,_
あとの2例 の ように,後 件述語が一見用言 で結 ばれ ている よ うでも,実
は体言 の部分 が意 味的 に前件 を受 けているのであ る。
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